
















にかかる大阪工業学校創立関係資料および論文掲載に当たり、関述づけて掲我させていただいたものである。なお同伝記の中にもこの史料が紹介されている。佐々木政父は大阪府岸和田出'身、明治一九年大紋府会議員を総て明治二一一一年衆議院議員に大波府より選出され、明治一一一六年政界止を引退するまでの罰議員とし 活躍し、主に大阪地方の産業、金融、鉄道、教育 関与した。中でも数民生 の経験な学校設立迷動に生かし、大阪工業学校の設立のほか多くの大阪府下 学校設立に情熱なかたむけている(宮本又次総吋佐々木放火伝
h)。このことは本誌一一一ページに「衆議院、(大阪)工業
学校設綬一一関スル建議案'穏資特別委日以」のメンバー 中に佼々木の名が同門んられることによっても裏付けられ明治二八年は大阪工業学校創立(明治二九年五月)前年であり、小山健 一一は大阪北浜の神一戸皮滞在中 佐々木にこの手紙を送っている。小山は東京工業学校教授兼文部議記官から明治二八年八月 高等商業学校長派文部省参事官になってい 。文中で「転任」とあるのはこのことをさしている。また、二通
g
は工業学校創立直後のもので同じく神戸展方の佐々木に宛













(明治二九年)時対持論梅雨之候益々御清栄奉恭賀候、過般米ハ再度問問点以術開候処、生儀去月北陸巡回後数臼間臥床経在、此頃出勤 得共、の服薬中ニム符之、為-一兆御成前ニ打過候、何分御推仙川#中間制候大阪工業学校長之儀、前年ヨヲ一小椋廿日初御配脳被成下鉄処、何分長シ短シニ一問、適任点刊ヲ問問不如、今回伊藤新六郎任命セラレ、同氏ハ 長トシテノ技鮒ハ一小相分侠得共、今日之位置俸給-一部ハ到底希望一之人物ヲ得ルコトハ悶難ト事存伎 今後実際上ノ技儒ヲ見タル上-一雨 判定スルノ外無之伎、併長く東京工業学校日一一問教員トシテ経験有之俊一一付 参事官ノ古 弥ヲ廻スヨリハ勝レリト被存候、胤以市築港其他事業ノ盛大ナル羨何回中-一堪ヘザル次第-一御政候、片側モ愈々辞職、日本銀行ニ入行仕候、設ハ内長地一一龍出候節ニハ御郷忠一辺ヘモ参趨致皮ト仰望仕股伎、先ハ資答労御左右相伺度、如新御陵候、勿々将兵
六日十五日
佼土木老台
待山に
健
拝三
主祭克理化学研究所小史43 
一一月。
